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旧 業 会 社 役員 (大 川原 化 エ検 控 式 会 社 )

氏名 大 川原 正明 (3 おお S かわら まさ あき )
- 昭和 24 年 6 月 14 日 生 (7 0 歳 )

上了 の 者に 対する 外国痢多国宙交 提事 作 に つき 、 令和元年 1
1 月 1 9 日 区視訟 人 人 管理 第 一 課 原 答 分衣に お いて 、 本隊 は、あ ら か

】 じめ 被攻 者 に 対し 、 自 忌 の意思に 反して供述をする必要 が ない 守を 告げて 取り

1 調べ た と ころ 、任意次のとおり供述した。

]] 1 言い たくな いと と は 言わ なくて よい と 刑事 さんか ら 説明 を 受けて 理解しま
した 。

- 本日は 、 衝中名器 の 輸出 規制 案 丈について 部 下の島田 有富取鞍後に
| 指示し た内 容についてお 話します 。

今後 、 島 田 順 司 取 締役 のこと を 烏 田 と 言ってお 話します 。

叶明 吉器規制 対作物 に 追加 され ること に ついて は、、 当時反産

業 省 とのや り 取り を 任せ ていた島田から基時 報告 を 受けていぶ し た が 、 規抽

前のある 時 、「 経 容 省の作ら た案文 です。 何 か 意見があれば 出しで 欲しいと

衣って いま す。」 と 島田 が 輸 田 規制案文を 社長 宣 の 私 のところまで 持って き

ました。

私 は 、 抑 済 産業党が 意見 を 求めて いるとの こと だ っ たの で 、 自分の 考えを
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、( 洋 途 調 青 等 滋 続 用 紙 )

ご | . 日頭かメモ紙に 書いて島田 た 渡し、指 示しました 。

2 島田から見 せられた当時の輸出 規制 案文を見せ て いただけた ら よ り 其 体 的

におお話できます。 .

| この 時 杯 隊は、平成 3 0 年 1 2 月 1 7 日付け当 語法 千奈員 fh 手還較
作成の 「 出印字結果末告著 (本社 第 4 2 4 号メール ) 」 に湖 付された 資料の

必要部分を 梓 者 た 示し 、 説明を受けた後、資料 1 と し て本調 春末尾准す
ることとした。

資料 1 の 1 枚 目 上 部 に

Subject : 乾 名 機軸規制に 係る芽 全数 に つい て

Date: 20m が 119 mii89 .
9 。
記 思は
大 有原化工 機 株 式全社

島田光外営部長 典

お性 語 に な っ で 8 り ます 。

涼介上の較 <。

人 と 記幸か あり 、 メール文中央部 分 に
湊 付 ファ イルの と お当方が作成 した牙 省信和牙 正和

肥省 令 等 案に つい ては、 還還還還還還間 の
の規制テキスト (英文 ) を ある竹 度 日 本 語 に 都 訳したも の 。

等まあ る と おり 、 このメール往、
1 」 2012 年 (平成 9 4 年 ) 12 月 19 昌
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規制 内 容 に 対する 意見 を 求められている こと が 分か り ます。

私は、 資料 1 の 3 枚にゃる 還還還間間間間間間間間間凍 >

スト 」、 を 見 なが ら衝の意見であ り 要記を EN 遇 ん取 田 机 訓した。

まず 、 和料 1 の き 枚目の 上表 に
。 6. Spray-dryihg Equipment

Spray .drying .equipmen も .capable of.drying toxins or

pathogenic microorgansms having at1 oF the fo11owing

charaoteristics:

RNN に ES 日 本 文 では 、 EZ
融和を
- 隊出合 8 の 2 (2 6-

で が じてい ると おり 、 単に
成 電名機

と 記載されでいます 。

」 この半双 を その まま才羽す れば 「拓索や病原性を 持つ 生物を衝 係 で きる
と いう特徴を持つ 噴 器 乾 如器 」になると 思い ますが、 日 本 文 の 輸出 規制 案 文

に は 「毒毒素や病原性 」な ど と いう 文言 等が 反映され て いな かっ た為 、これで

な あら ちゆる用 途 の表が対象各取れ る 規制にたな っ て し まう と 時い
ました 。
つまり、

英文 のとお り 森 未等を乾燥 することが で きる特殊仕様の只導乾燥 |
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( 供途 守等 縮 続 用 開 )

問に 限定され なければ、 当 社 の咽 毅 電 燥器は 叶 当 と な る可能性があ

る
英文どおり の生出規 抽 に な る よう 経済産業 省要 望する 必要 があ

る

と 思っ た ので、 衝の 考えを詞 田 人全 え 、 指 示したの です。
3 島田に 指示 し た胡 体的な 内 容 た つい ては 、 当時の島田 と 経 流産 業 省のや り

- と り 等 が 分 かれれ ばより 具体的にお話 できま す。

この時本職なは、平 成 8 0 年 1 2 月 17 付け当昌和
作成の 「 出 力 印 宣 結果 幸衝 書 ( 社 第 4 2 4 号メール ) 」 に舌 付された 資料の

導叶 分科村 者示し、 説朋を 受けた 後、資 料 2 ど し て 本詩人示必に 汰 付す |
| る こと と した 。

PP
。 Subject: RB: 唱の内 内に 係 る 人 人 括について

RomPint OHkewera Rakohki 生計 riiliiik
Date:2032/12/26 11:58 -

経済産業 省 質 易 経済 協力 局 賀 易 管理 部

安全人 際和香安 全 保了国際 氷

生還国 。
局 湯油洗 区 3 秀 圧 小圭二宮めい 湯冊沿 0S い si で員 洛 人

出蝶 中 で あら たた め 返 事 が遅れ大変 還 し NR ごきいません 。
下記 の よううに ご返事申し上げます。

1

| 等と記載世あり、メ ー ル 中央 郡 分に
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( 催講春秋続用交 )

大川原化工機杯式会社

田 順 本
とあると S り、と のメールは、

2012 年 (平成 2 4 年 ) 12 月 26 昌

に 島田 が 紙 済 産業省 の 証 計 ミ ん に ※ っ た牙省令案人 対する 私 の意見 を 暗また

た大川原化工機杯式 会社 と して の意見です。

この提 守の 中で
, _】 ららした “capab1e of drying toxing or pathogenio"

を政令ある いは 省令 に記 戦した 方 が 良いと 思います 。
と記載され で いま すが 、 これ は先 租 語 したよう に .

汎用選 途 欠だ対 象 とな れ 流当 社の距 が 該当にな る可能人
お あっ たため 、 奏等 を 閉 糧 すること ができる専用機た 限定 するこ

と で当社 の叶乾 燥器を含む 汎用 用 途 の叶閥 器 が 規制 対象にな

ら ないよう

に と提案しました。

また、

3) "in situ" を " 定 四 し た 状態で . “と し ていますが 、” 分解せ |

ずに ” と した 方 が 意味 が明確なる の では な いで し ょ うか 。
の 都 分につい て は 、 以 前お 閣 したと お り 、

。 -「 定 蛋した 状態 」では意味 がはっ きり 伝わりづら い

と 思っ たので自分 の苑 を 島田令えて 指示し た内容 で す。

なお、 資 料 2 の 2) の提案 内 容につい て は 私 が 島 四 に 指示し た 人憶は あり |
ません 。 」
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. 介放東和 夫志 党 )
か 8 滴下 しで、 提案の 2) の中 で超波 ノズル を あげ て いますが 、 吉

没ノ ズルは 然に 層 い た め 、 気 滅苗や 著 堆殺菌に 適さず 、 届楽 性 もな いため

薬液殺菌たも適しません 。
会 社 と して経済 産業省人近する以上 、 HE はいき ま

中 きた. 湯 出 規制 案 文が求め て いる 「基疫は委 前 をする ここと と が で きる も
の 」 と いう相件 を 満たさきない ノ ズル を私 が提 寄 すること は あり ませ ん 。

ただ 、 島 田 が 何 攻、 超音波 ノズル を あげ た の かまでは 分か り ま せん 。

。 また 、 衝は技術に関すること や会社の計は基本的に家只静夫さんに相
談するよら に して いま したので、 この 時や 身 還は示 する 前に 机 きを
示内 符が間違って いないか 確 し ている と 思い ます。

もっ と も 、・ 私が島田に指示し た 日 に相嶋きんが在 福 し て いた と いう確証が 」
・ な い の で相嶋さん に確認した と 思う と しか 調えません。
-- 相 鳴きんは 2 0 1 2 年 当 時、当社 の 専務を 務め 現在 は放 問 ですが 、 技術 |
では当社において第 一 人 者であり 、 人力も 絶大でした 。

4 これまで 略したように 、2 0 1 2 年 当時、 私 は 輸出 規制 案 文どお り の軸出

規則 で は 広秋 囲 な 規制ななっ て しまう と 信を 抱き 、 地制 対象を 限定して も
らちうた め 、 鳥団を通じて経業省に 規制 衝 文変更を要望 し た したの です
が 、 最 終 的侯は蘭 出 規 凡が開始される際の規制 六 に反映されませんで し た。

以 と の て も り 釣 象とへ 名 CK き 5
た ャ っ 3、 替 み 9 令、ェて もを東 し 存イ 、 を先 BE 3ーー トー
アナやてで 圭 や策 いた 。

や 凡 月
葛 的

io



( 筑 導 調 宣 等 約続用 紙 )
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Subjeck 8 に 係る 政省信 業 に ついてSA 係る 政 省令 楽 |

Date: 2012/12/1
To: く 」
og

芝兵本 調人
島田 海外 営業 部長 殿 .

お世話になっております。

: 経済産業 作 究全保 隆 質 易 管 理陣の | ご 無沙汰しでります。
一 昨年より ご相談 させて 頂い だ 征出 親抽

| : において決定された時間 機に ついて、再 度 、ご得 談が あり連 格 を
. . しております。 - ・ ・

下記メー ルにてお 知らせしたとおり 」 La 時
EE 江 機の規 合計されましたっ

に: における規制は、国 際 法 的 には純二 協定 のため 日 本 に お
いて輸出管理の規制 品目 とす (人生- 答 : 人人に 1の規定に 基づき信 物又は 技術 を定める 省人 (通称 作物等省 9) に

する必要 が あります 。 : ー

間失機をこれらの下省 令 に追加し施行され が AL てーージュにニュ Te
きましては 、吸いにて

: 活付ファイルのとおり当 方が作成した 政省令 等 政 正 案をご 確認 頂き、
- 打が国でこの政省久等 改正 案 全 以 て 噴弘乾燥 機の輸出管理が始まった
昌和 介か間了があるかどう か (に の大は人 6 沿革

間攻 滞 m1 半見を頂ければ幸いです。 ーー

お 、 他才人等泉に ついては本
の規制テキスト (英文 ) をある 程度日本 語 に 翻訳した ものとなっで -

$ りますが、一部、意 図 的 に訳じ C いない箇所もあり ます (oapable
drying toxins or pethomenic microoraanisns 革 )。 これは 、臣が法制度 上よ、 このような文言を店 訳し 規定して : はを
することが可能かどうか 判断 が出来ないこ と から採用し ていないた
です ( 他の答 出規制作物 についても同様の搭還を 取っ ております )。

また 、Tatomization nozzles』 を 「2 流 体 アメズル」と 訳しております
バ、 葉 界 の通常の 言 楽 の使わ れ 方とし て 。この 駅は正しいものでしょ
か 。 ご巡認 頂ければと 存じ ます。 .

能であめれは 、1 る 月 27 日 ( 木 ) まで に ごー 和けれは幸い で す 。
3 本 で お 械 しいところ大吉 結 ですか何率よろ し くお 願 いい

〒100-8901 東束 都代田 区吉が関 1 丁目 3 番 】 号- 御所和済拘局品飼理部| 全国

ーーーOriginat Message-



ー ET , > -

Subject | ーー -
大川原化工 獲 称区会社 - - ,
還 1 外部胡 殿

大 詳 お表 話になっ て お ります 。

ti
さか也 規 提 流藻 き 店告二 US ついつい間 沼 油 料蜂噴

5 りが と うございました。

本 日 付 で 上 人 "の 12 な sy し ・
- た区言 通り りさ れ ました のでお 知ちせします 。 ーー

まだ 、融 新は されて お り ま せんが、 以下の ホームペー ジが公開 され る 予定で す。 LM

に KC 上 8 昌和 上とするには
あり MHR かか

提 : To の RA 8 子 の昌 3RH 人 牙正 6 長 映
内信正の隙には 班 度、いこ (人

しませんが。 名の隊には何浴ご協力の ほどおよろしくお 願い到 、

〒100-8901 夫人区隊 が 1 丁目 3 番 1 号
各局 部久保隔和理課 全人 和了

: 一添付ファイル :

( 只 級 乾 操 機政省 令 .doo ーー ー 164KB
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6. Spray-dfying Eduipment .

Spray drying Quipment capable Of drying toxims or pathogenmic
。 。 inioroorganisms having lt of tme following charaoteristieg:

awater evaporation capacity of> 0:4 kg/h and.S 400 kg7h
the・ability to generate a.typical mean product particle'size of Ss10
micrometers with existing fittings or by minimal modifcation of the
spray-dryer wit atommzation nozzles_enabling generation of the reduired

、 partiole sizes and : - 、
iii. capable of being sterilized or ddstnfecfed in sito。

HTM のから ハ まで の すべて に信 急 するも の
NoeS254K よ本 RA

区人 で間 し 邊 のスペ ッ ク を 拉 二 する 人を
し温度有び温 義に か か わり な く 、1 計間 に っ 和入

の水分 Lt を いう。

和子 経 レー ザー 析により 革定した る のを いう 。
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PT

. Importance: High -

Subjee RE: 座操 機の科出 規制 に係る 下衝人案について
戸本From:

Date: 2012/12/26 11:58 .
To:

纏首質経局部
| 。 管理 課 安全保障 賀 易国際密

須 槍 の 輸出 下抽に係る下省 信 案に ついてメー ルを頂き人人いで CS ん。
のようにご返事申し 上げます 。 .

の 還る of ime toxtns or Dooeeike 二 人あるいは信和 -
お 良いと 思い ます 。 aa 太 還和 世中 准 必区直 た! 深 寺マ

時出る 至れが
りますか

*atomization Bo は広谷に過 甘ノズルを意味 するもので 、 two fd
* nozzle(2 流体フズル ) は> リル人方 式のーカで か 他に圧力ノズル 、 LN

cr を " 守間した拓衣 でで ぷし てまわかだ竹早

いと る 当代ざめ Ho か い - 和 地 軒

esday, Decenber 19, 2012 11:36 AM
8

ject 凌埋機 の 輸出 規制に係る政作令乗 につ いて

人株式
島田 海外部長 必

お 世 放 に なって お ります 。

和光全休計香 康 の証軒 < 。 大変ご 無 沙汰し てり ます 。
ー 昨年 より ご相談させて 1 いた 壮還還還還還還還還較較給 出才抽
において決定された噴肥乾燥 機に つい て 、 再度、ご相談があり連絡を




